
 

   

   

   

「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査（平成１７年９月）」の集計結果 

 

１． 調査の目的 

会員各社の各事業部門における景況について、現在の状況と見通しを四半期ごと

に調査することにより、全体としての住宅不動産市場の市況動向を把握し、各種資料

作成の為の基礎資料とするとともに、会員各社の参考とする。 

 

２． 調査方法 

協会正会員６０７社（平成１７年９月２６日現在）に対してＦＡＸにてアンケートを依頼。 

 

３． 調査内容 

（１）分譲住宅 

①戸建住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②マンション（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

（２）不動産仲介・代理 

①売買 

②賃貸 

（３）賃貸管理 

（４）建築請負 

①個人住宅（現場・展示場・モデルルーム来場状況、売れ行き） 

②法人受注 

③ビルその他の受注 

 （５）リフォーム 

 

上記各部門において、各社の（ア）第２四半期（平成１７年７～９月）の状況、（イ）次

期四半期（平成１７年１０～１２月）の見通しについてそれぞれ、「良い」「やや良い」「普

通」「やや悪い」「悪い」の５段階評価を行う。及び、第２四半期（平成１７年７～９月）の

状況について、会員の資本金別に集計を行う。 

 

４． 調査実施期間 

平成１７年９月２６日～平成１７年１０月１７日 

 

５． 回答社数 

 ２３６社／６０７社（全国） 

※本部会員 １６３社、支部会員 ７３社 



「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」集計結果表(全国版）

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況
 全体 戸建住宅 戸建住宅販売については マンション

売れ行き
 全体 戸建住宅 マンション
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Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

Ⅲ　賃貸管理
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Ⅳ　建築請負

個人住宅
来場状況 売れ行き 法人受注

ビルその他の受注

Ⅴリフォーム
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「経営者判断による住宅・不動産市場の見通し等調査」平成17年第2四半期における資本金別集計結果  全国版　

Ⅰ　分譲住宅

現場・展示場・モデルルーム来場状況

 全体 戸建住宅 マンション

売れ行き
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Ⅱ　不動産仲介・代理

 全体 売買 賃貸

Ⅲ　賃貸管理
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Ⅳ　建築請負

個人住宅

来場状況 売れ行き 法人受注

ビルその他の受注 Ⅴリフォーム
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各社コメントより （平成17年第2四半期状況及び第3四半期見通し）

※ （戸建） 分譲住宅の戸建住宅に関するコメントを示す。

（マンション） 分譲住宅のマンションに関するコメントを示す。

（賃貸） 不動産仲介・代理の賃貸に関するコメントを示す。

（賃貸管理） 賃貸管理に関するコメントを示す。

（売買） 不動産仲介・代理の売買に関するコメントを示す。

（個人住宅） 建築請負の個人住宅に関するコメントを示す。

（法人） 建築請負の法人からの受注に関するコメントを示す。

（ビル） 建築請負のビルその他の受注に関するコメントを示す。

（リフォーム） リフォームの受注に関するコメントを示す。

支部名 コメント

冬到来に向けて新規物件を出し、今年最後の攻勢をかける予定。

(戸建)10月に入ると一気に冬に近づくため、第3四半は、多少希望的な見通しとした。

2 北海道支部
一部投資物件（ファンド等）に活性化は見られるが、北海道全体が地場経済低迷状況の
ため、先行きは悪い。

各住宅メーカーは、売り上げを伸ばすため競争が激化している。

(戸建)質より価格で考えているお客様が多い。

(個人住宅)各住宅メーカー等のダンピングが激しく、そちらに需要が移っているため厳し
い。

（リフォーム）各工務店は価格を下げて受注している。

4 東北支部
（戸建）本年１２月までに土地分譲を１２区画予定。そのうち４区画建築条件付で売約済、
その他もまずまずの反応である。

5 本部
（マンション）首都圏での分譲マンションの供給は過剰気味ですが、去年より２割来場者
数・契約歩留り共好転している。しかし、秋以降は、供給過剰により苦戦が考えられる。

安売り他社に対抗するため、値上げをしないで設備機器の充実を図り販売している。その
ため売り上げは、昨年並みである。

（売買）まだ昨年並みの価格で推移している。

（賃貸管理）社宅扱いの契約は減ってきた。

（賃貸）新築分譲の金額が安価なため、購入する人が多い。そのため賃貸は減少してい
る。

（マンション）７～８月は悪かった。9月に入り少し改善。状況が良いのは、都心の高級マン
ションのみで、マーケット全体の流れとは一致していない。

（売買）居住用、事業用共、物件不足である。

（賃貸）供給過多のため新規顧客は、ＷＥＢ等で情報を絞り込んで見に来る傾向がある。

（賃貸管理）受託管理戸数として個人、法人オーナーの他、プロパティーマネージメントに
伴う管理の増加がある。

（戸建）需要に比べ供給が増えて来ていることから一層の価格競争となっていると感じら
れる。

9 本部 市況全般的には悪い状況。価格引下げの影響が大きい。良値物件は売れ行きは良い。

10 本部 （マンション）顧客の動き、売れ行きは非常に良い。

11 本部 土地取得価格は高くなっているが、販売価格は変わらない。

（戸建）用地不足のため、土地価格は強含みである。

（マンション）一棟売りは、やや強含みである。
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各社コメントより （平成17年第2四半期状況及び第3四半期見通し）

第2四半期より、第３四半期の方が厳しくなるような気がする。

（マンション）特に良くも悪くもないが、現場によってすごい違いがある。

14 本部 収益物件の売買が非常に活発である。

住宅を購入する需要よりも、収益物件を購入するニーズが高まっていると思う。

（戸建）9月に入り、多少来客が増加してきた。

（売買）売却希望者、購入希望者、共に増えてきている。

16 本部 （法人）法人事業用地の取得競争（入札）の激化。

17 本部 全体的には好材料は見い出せない。局所的には、好転材料は見受けられる。

（マンション）投資ワンルームの販売状況は、良好。コンパクトの実需客の反響は減少して
いる。

用地確保が問題。特に都心部で。

19 本部
例年第２四半期は、来場、成約共鈍るものの、マンション販売は比較的順調。第３四半期
は、金利上昇傾向及び年内、年度内入居を希望するお客様の動向に期待している。

20 本部 事業用不動産（一括売りアパート、マンション、テナントビル）の需要が多い。

顧客ニーズは、よい物件をより安く、じっくり探している様に感じられる。

（戸建）８，９月の来場者が例年より少ない。９月度における引渡しが盛り上がりに欠けた。

（売買）査定価格どおりに契約に至っている。又３ヶ月を超える販売在庫は現在ない。

（個人住宅）当社はレンガ積住宅を提供しているため、紹介により確実に受注している。

（法人）今期より開始、今後も継続受注が見込める。

22 本部
（リフォーム）悪質リフォーム詐欺事件を受けたマーケットの冷え込みはあるものの、マン
ションに特化したリフォーム需要は根強く、受注は伸びるものと見込んでいる。

23 本部 （リフォーム）耐震補強工事を主としている。

土地の値段が高すぎる感があり。販売価格に転嫁できなければ、建売は、完成物件で苦
労することになる。

（マンション）ファンド、個人投資家からの１棟買いの話は多い。

（個人住宅）質の高い注文住宅は、やや良い状況と思われる。

25 本部
（マンション）折込チラシによる来場が減り、インターネット等の媒体による来場が増えてき
ている。購入者層が年々若くなって来ている。

26 本部
（戸建）ネットによる問い合わせが多くなっている。売れ行きは、他社との競合が激しくなっ
ている。

27 本部 （マンション）供給物件によるエリアの集客に格差がある。

28 本部 （マンション）顧客は、まだ土地の下落するという感覚がある。ギャップが大きい。

29 本部
郊外型マンションは、駅に近いこと（中規模案件は１０分以内が原則）が条件。用地難で
ある状況が続くが、ユーザーの嗜好を良く研究した上で土地取得することが、成否のカギ
を握っていると考えている。

（戸建）地価が高騰傾向にあり、土地仕入れが困難になっている。

（マンション）価格によって、売れ行きが違ってきている。高額物件は遅い。
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各社コメントより （平成17年第2四半期状況及び第3四半期見通し）

共同住宅建築については、益々大手の参入もあり、競争激化している。

（リフォーム）競合社が多数あるため、積極的に活動していない。

市街地再開発、解体工事に力を入れている。

（リフォーム）小型物件が多い。

33 本部
（戸建）立地条件がよい所や、２５～３２才位の一次取得者が購入できる価格帯が売れて
いる。
（マンション）当社物件は、駅近・用地再開発地区を中心に展開している。良い状況にあ
る。

（個人住宅）モデルによる集客（宿泊体感）と、完成構造見学会による集客を行っている。

（マンション）場所により千差万別である。

（ビルその他）ワンルームの施工依頼が多い。

新規物件が、必ずしも売れ行きが良いのではなく、逆に完成在庫物件の方が、来場者、
売れ行きが良いように思われる。購入者側に、待てば価格が下がるという期待感があるよ
うに思われる。

（売買）長期的な計算が立たず苦戦。

（戸建）土地面積の広い区画、低額物件より高額物件の売れ行きが好調。

（売買）土地や投資物件が好調。

（個人住宅）高額物件の受注が良い。

38 本部
戸建住宅用地の仕入れは、入札制度中心の競合が激しく、仕入れがほとんど不調。ま
た、完成在庫は一部物件を除き、価格を下げないと売れない。

39 本部
（マンション）物件の格差によっても異なるが、７～９月の来場状況は細っていたが、１０月
以降については、物件金利の先高感が浸透してくると、来場も増加し、成約も増加するこ
とが見込まれる。

40 本部
（売買）物件の郊外化により、坪当たりの価格が低下した。戸数は、前年度並みであるが、
売上高減少に伴い収益減となった。

41 本部
（戸建）土地での引合いが多く、多少バブルなのか。土地の値上がり期待としての需要が
増えている様子。

42 本部 仕入れは厳しいが、販売は好調。

（売買）資産の売却依頼が多い。買替の顧客は、相変わらず少ない。反響集客は、引き
続き堅調に推移。第三四半期も落ち込む要因は見当たらない。

（個人住宅）住宅の問い合わせも減少したため非常に悪い。又、反響客も長期検討で資
料の請求のみとなっている。

（ビル）競合相見積もりでの商談が増加。特命での商談が減少。買替顧客が増加傾向に
ある。

用地取得は、相変わらず競争が激しい。今後も厳しい状況にあると思われる。

（マンション）秋のシーズンは、３連休を中心に来場者が増えた。年末も期待できる。

（戸建）徐々にではあるが来店客と売り上げの増加が見られるようになっている。

（売買）お客様の動きが早くなっている。

（個人住宅）建築相談件数が少しづつ増加している。
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各社コメントより （平成17年第2四半期状況及び第3四半期見通し）

ビル、マンションの売買、仲介共、ニーズに合った物件を扱えるかがカギで、税制改正等
も予定される厳しいなか、状況を好転させて行きたい。

（売買）問い合わせ、来場が上向いている。

（賃貸）礼金収入、仲介料が悪化した。

（賃貸管理）空き室が増加している。

48 本部 比較的受注が安定してきた。今後の集客（情報数）がいかに増えるかがカギである。

49 本部 （売買）反響集客も引き続き堅調に推移。第三四半期も落ち込む要因は見当たらず。

（マンション）広告費に対する費用効果はかなり悪い。歩留りは、７～８％位である。

（賃貸）空室３～４ヶ月の物件が目立つ。

（賃貸管理）築年数が古いため、全体的に効率が悪い。

全般的に市場には活気があり、需要も伸びている。今年度は前年度の５割増しの契約高
を見込んでいる。

（戸建）チラシ反響を主な集客とし、月に２回現場見学会を行っている。来客数は増加し
ている。契約数も昨年同時期比４０％増である。

（個人住宅）請負に関しては、契約から引渡しまでのスパンが長いため、今後は建売を中
心の事業展開を考えている。

52 本部
市川市を中心に賃料も底をついた感がある。基準地価もやや上がったこともあり、タイムラ
グをおいて家賃も少し上げ基調になるかもしれない。

53 本部
（マンション）景気の踊り場は脱した感があり、持続的安定成長を感じる。今後景気の上昇
に伴う個人所得の増加による消費増加を期待する。

54 本部
（マンション）特に良くも悪くもないが、現場によってすごく違いがある。１０月～１２月の方
が厳しくなるような気がする。

昨今マンションの大量供給が進んだ結果、需給の緩みが出ており、供給サイドでの未販
売物件の値引き競争が局地的に広がりつつある。一方地価上昇などにより用地取得が一
段と厳しくなっており、販売価格へ転嫁せざるおえない状況にあるため、これがネックにな
りつつある。

（マンション）景気の持ち直し感が広がりつつある。来場者数は堅調に推移しているが、同
時に金利上昇懸念が広がっており、今後低所得者層を中心とした買い控えが懸念される
状況にある。

56 本部 政府見通しでは、若干上向きといっているが、建築業界は、まだ先が遠い状況でないか。

戸建分譲においては、予算不足のお客様が目立つ。

（戸建）広告による反響数、現場への来場客数が減少している。来場客の購入価格も下
がっている。

（売買）売却依頼、購入希望共に増加している。

項目にはないが、オプション物販が順調。その点からも市場見通しは良くなると思う。

（リフォーム）１０００万円超の物件も出てきた。

59 本部
（個人住宅）今しばらくは、団塊ジュニア層の市場と考えるが、企業にとってこの層は、情
報収集力にたけているため、攻略しにくいセグメントでもある。
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各社コメントより （平成17年第2四半期状況及び第3四半期見通し）

60 本部
都心の土地情報が減っていることから、確実に土地値上がり傾向に向かっていると思わ
れる。

61 東海支部 （個人住宅）展示場（５ヶ所）、総合展示場内の来場客が極めて少なくなっている。

62 東海支部 全体的に多少良い傾向にあると思われる。

63 東海支部
名古屋市の周辺部の戸建、マンションは、値下げ待ちの客が多く、完成後の残戸の値下
げチラシの反響はよい。

64 関西支部 土地の値上がりにより土地の入手が困難になっている。

65 関西支部 （マンション）物件による差異が大きい。

66 関西支部 （戸建）土地仕入れは高くつくが、売値は上げられない。

建売、ビルダー系への若い世代の顧客の流れが少し止まったように思われる。下期はイ
ベントを多く仕掛け、集客を図り当社の持味を追及し、受注を伸ばしたい。

（戸建）在庫が少なくなって来ているのと優良分譲地がなくなって来ているので、更なる仕
込が必要になって来ている。

（売買）商談客、入居者からの仲介情報が取れていないので低迷している。

（個人住宅）イベント時の集客は多いが、来場客が以前より少なくなっている。

（法人）法人提携が多くなって受注も伸びている。

（ビルその他）グループホーム、収益ビル等の受注が多かった。

（リフォーム）入居者リフォーム受注がコンスタントに取れている。

68 関西支部 景気の変化の実感が多少わくようになった。

情報化社会におけるお客様の住宅に関する知識及びニーズの向上が伺える。今後、立
地プラン、価格、さらに企画力の重要性並びにアフターサービスにも注視してゆく必要が
あると考える。

（戸建）販売状況は完成前の契約がほとんどなく、完成後半年以内が目立つように感じら
る。立地、プラン、価格が評価される物件は完成後一ヵ月以内の契約につながる。

（賃貸）市場では賃貸マンションの建設も盛んだが、立地により明暗が分かれている。

（賃貸管理）賃貸マンションの建設が活発化しているので、市場的に期待が大きい。

（個人住宅）趣味趣向がプランや仕様に反映されないと契約に至りにくい傾向があり。企
画力、アイデアが要求される。しかし、希望条件と資金にギャップがある事も事実。今後
は、見栄えと構造体のハード面にもアピール出来る商品が必要となって来ると思われる。

70 中国支部 第3四半期は、物件の供給過多が予想される。若干苦戦が予想される。

売買物件が不足しているため、業績が上がらない状況が続いている。

（売買）物件が不足している。

（賃貸）住宅系は良い。オフィスは悪い。

72 四国支部
（売買）物件にバラツキはあるが、全体的には順調に成約が伸びた。第３四半期も同様と
思われる。

73 沖縄支部
石垣島においても、今後、マンション、建売等の供給が出ると思われるが、いずれも県外
からの移住者向けの可能性が高い。

（戸建）一戸建は、競合する社が少ないため、市場状況は、やや静かである。

（マンション）県庁所在地近郊は、マンション分譲業者が多く、互いに競合している。
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